
（7） 令和２年５月１５日 （第３種郵便物認可） 第606号（ ２年５月号）令和道 路 ニ ュ ー ス

　

Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
東
日
本
、
Ｎ
Ｅ

Ｘ
Ｃ
Ｏ
中
日
本
、
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ

西
日
本
、
本
四
高
速
お
よ
び
宮

城
県
道
路
公
社
は
、
緊
急
事
態

宣
言
の
延
長
に
伴
い
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染

拡
大
防
止
を
図
る
た
め
の
広
域

的
な
人
の
移
動
を
最
小
限
に
す

る
取
組
み
に
つ
い
て
の
依
頼
を

国
土
交
通
省
か
ら

受
け
、
４
月
29
日

か
ら
５
月
10
日
ま

で
と
し
て
い
た
取

り
組
み
を
５
月
31

日
ま
で
延
長
す
る

こ
と
と
し
た
。

▽
５
月
31
日
ま
で

休
日
割
引
の
対
象

日
と
な
る
土
曜
・

日
曜
に
通
行
し
た

場
合
で
も
、
休
日

割
引
を
適
用
し
な

い
こ
と
と
し
た
。

▽
５
月
31
日
ま
で

の
土
曜
・
日
曜
を

中
心
に
、
Ｓ
Ａ
・

Ｐ
Ａ
の
レ
ス
ト
ラ
ン
や
土
産
品

コ
ー
ナ
ー
等
の
営
業
自
粛
の
お

願
い
を
継
続
す
る
こ
と
と
し

た
。

▽
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
等
を
通
じ

て
、
高
速
道
路
に
お
け
る
「
不

要
不
急
の
都
道
府
県
を
ま
た
ぐ

移
動
の
自
粛
」
を
呼
び
か
け
て

い
る
。

　

国
土
交
通
省
は
、
令
和
２
年

４
月
27
日
の
第
２
回
道
路
技
術

懇
談
会
（
Ｗ
Ｅ
Ｂ
会
議
）
の
審

【工事通行止め】
◇磐越自動車道
　安田IC～西会津IC　6月1日（月）～5日（金）各日20:00～翌6:00

　津川IC～西会津IC　6月8日（月）～12日（金）各日20:00～翌6:00

　西会津IC～会津坂下IC　6月22日（月）～26日（金）各日20:00～翌6:00

◇中部横断自動車道
　六郷IC～増穂IC　6月8日（月）～6月10日（水）各日20:00～翌6:00

　新清水JCT～富沢IC　6月15日（月）～6月19日（金）各日20:00～翌6:00

◇阪神高速31号神戸山手線
　神戸長田入口　5月18日（月）～5月22日（金）各日22:00～翌5:00

　東行連絡路　5月25日（月）～5月29日（金）各日22:00～翌5:00

　北行連絡路　6月1日（月）～6月7日（日）各日22:00～翌5:00

【工事規制】
◇阪和自動車道　阪南IC～和歌山JCT　昼夜連続車線規制

　6月1日（月）9:00～6月20日（土）6:00

高速道路の主な工事に伴う通行止め・規制情報

新/継 重点分野 技術名 ニーズ 導入規模

リクワイヤメントの視点 （※）
改定予定の
技術基準

導入促進機関

① ② ③

継続１ ②
橋梁の点検支
援技術

①点検実務の省力化 
②点検の質の確保 ・ 向上 
③点検コストの低減

約72万橋
見えない又は見えにくい
部材等の状態をより詳しく
把握できる

構造物の残存強度を推定
し、 診断の定量化が可能

従来の近接目視や監視に
比べて安価

道路橋定期点
検要領

（一財） 橋梁
調査会

継続２ ②
トンネルの点
検支援技術

約1.1万箇所
健全性の診断のための情
報を定量的に把握できる

構造物の残存耐力等を推
定し、 診断の定量化が可
能

道路トンネル定
期点検要 領

（一社） 日本
建設機械施工
協会

継続３ ③

軽量で耐久性
に優れる新し
い横断歩道橋
の床版技術

①腐食片落下による第三者
被害の抑制 
②補修補強の際に既存の構
造に影響を与えない 
③補修 ・ 維持管理 コストの
低減

約1,700橋 
（直轄管理）

腐食しない又は腐食しにく
い高耐久性を有する

従来の床版よりも軽量
（320kg/m2以下）

従来の床版よりも安価に
施工 ・ 維持管理が可能

立体横断施設
技術基準

（一財） 橋梁
調査会

継続４ ①
新たな道路照
明技術

①落下 ・ 転倒による第三者
被害の抑制 
②今後の維持管理の省力化 
③維持管理コストの低減

約59万灯 
（直轄管理）

落ちない又は落ちにくい構
造

従来よりも維持管理の際
の通行規制が少ない

従来よりもライフライクル
で低コスト

道路照明設置
基準

（一社） 建設
電気技術協 会

新規１ ③
繊維補強コン
ク リート床版
技術

①補修後に同じ損傷を生じさ
せない 
②補修の際に既存の構造に
影響を与えない 
③通行規制の時間を短くでき
る

約400橋 （直轄管
理）

交通荷重や水の影響を 
受けにくく、 高耐久性を有
する床版

従来の床版よりも軽量な
床版

従来の床版よりも安価に
施工 ・ 維持管理が可能

道路橋示方書
（一財） 土木

研究センター

新規２ ③

はく落の発生
を 抑制すると
ともにはく落の
予兆 を発見し
やすい覆工技
術

①うき ・ はく離の状態把握な
ど、 変状を効率的に把握 
②ひび割れが進展 しても直
ちにはく落に至らない 
③点検や補修の施工性が高
く、 低コスト

約1.1万箇所
従来よりも、 はく落の予兆
を発見しやすい覆工材料

ひび割れ等が進展しても
直ちにはく落に至らな い
耐久性を 有する覆工材料

従来よりも低コストで施工
・ 維持管理が可能な覆工
材料

道路トンネル技
術基準

（一社） 日本
建設機械施工
協会

新規３ ①

道の駅等の防
災拠点の耐災
害性を高める
技術

①大規模災害時でも電源を
確保し、 継続的に道路管理
で きる 
②災害時でも安定した情報収
集 ・ 通信手段を確保

約200駅 （直轄管
理）

道路施設と して発電 ・ 給
電できる

道路施設と して所要の性
能 （耐荷 ・ 耐久） を確保

低コストで施工 ・ 維持管
理が可能

各種基準類 
（技術に応じて

新規策定又は
改定）

（一財） 日本
みち研究所
（※）  
（※） 検討す

る技術に 応じ
て導入促進機
関 の追加もあ
り得る

災害時にも他の施設に依
存せず、 通信できる

従来よりも簡易に遠距離
通信ができる

新規４ ①
除雪機械の安
全性向上技術

①除雪作業時の死角の解消 
②除雪機械ワンマン化に伴う
安全管理の補助性の向上

約2,000台 
（除雪トラック、

除雪グレーダ、
除雪ドーザ、 ロー
タリ除雪車）

作業装置を含め機械全周
囲を死角なく把握できる

車体が屈折する除雪機械
にもカメラで追従できる

夜間や除雪等においても
低コストで安全が確認でき
る

各種基準類 
（技術に応じて

新規策定又は
改定）

（一社） 日本
建設機械施工
協会

新規５ ③

広域において
安定供給可能
なアスファルト
舗装技術

①遠いプラントからもアスファ
ルト混合物を調達して舗装 で
きる 
②従来と同等以上の耐久性
確保 
③舗装のLCC抑制、 再生利
用が可能

全国 
約122万km

従来よりも広域への運搬
（1.5時間以上） が可能な

アスファルト混合物

従来と同程度以上の耐久
性を有する

従来と比較 してLCCおよ
び再生利用の観点におい
て同等以上

舗装の構造に
関する技術基
準

（一財） 国土
技術研究センタ
ー

新規６ ③
超重交通に対
応する長寿命
舗装技術

①国際コンテナ交通に対応し
た舗装技術の開発 
②補修時の通行規制時間を
短くできる 
③舗装のLCC抑制、 再生利
用が可能

約35,000km 
（重要物流道路
（H31.4.1指定） ）

44t国際コンテナ車両連行
に対応 した耐久性を有す
る

従来よりも少ない時間で
施工 ・ 交通解放が可能

従来と比較 してLCCおよ
び再生利用の観点におい
て同等以上

舗装の構造に
関する技術基
準

（一財） 国土
技術研究センタ
ー

新規７ ②

土工構造物点
検及び防災点
検の効率化技
術

①近接目視等によらない長
大法面 ・ 斜面の点検 
②災害要因や安定度等の適
切な判読など点検の質向上 
③点検時 （現場作業や記録
時） の安全性確保と労力の
軽減

特定土工点検 
17,000か所 
（直轄管理）

近接目視によらず土工構
造物の変状の有無等を確
認できる

土工構造物の経過観察箇
所、 防災箇所、 防災点検
の要対策箇所やカルテ箇
所において、 従来と同程
度以上の精度で定期的な
確認ができる

従来よりも現場作業及び
記録管理で省力化 （低コ
スト化） できる

道路土工構造
物点検要領 
防災点検要領

（一財） 土木
研究センター

現地確認や地形判読によ
らず、 点検対象区間の選
定や安度の確認ができる

重点分野

①斬新なアイデアの取り込みや道路の周辺にある技術分野との連携による道路の多機能化 ・ 高性能化

②ICT技術を積極的に活用し業務プロセスを改善

③性能規定化及び性能を確認する手法の明示により新材料 ・ 新工法の実証を推進

※コストの制約の中で新たなニーズに対応するために、 リクワイヤメントの視点を全て満たした上で、 トレードオフとなる部分 （例えば装置等の寿命や精度、 外観、 使用性等） についての提案も積極的に取り入れて検討を進める。

表１　令和2年度　新技術導入促進計画

議
を
経
て
、
「
道
路
分
野
に
お

け
る
新
技
術
導
入
促
進
方
針
」

及
び
「
令
和
２
年
度
新
技
術
導

新
技
術
導
入
促
進
方
針
、
令
和
２
年
度
の

新
技
術
導
入
促
進
計
画
を
決
定

法人名 申請技術分野

（一財） 橋梁調査会 橋梁 （点検 ・ 診断等）

（一社） 建設電気技術協会 電気 ・ 通信 ・ 電子応用 ・ 情報通信に関する技術

（一財） 国土技術研究センター 一般土木工法

（一財） 土木研究センター 土木系材料 ・ 製品 ・ 技術、 道路保全技術

（一社） 日本建設機械施工協会
建設機械施工

トンネル

（一財） 日本みち研究所
道路の空間及び管理の高度化に関する新技術開発 
（道路空間の高度化、 道路の環境 ・ 防災、 道路構造物の点検 ・ 管理に関する新技術開発）

（五十音順）

表２　今回決定された導入促進機関と申請技術分野

新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止を
図るための取組み強化

入
促
進
計
画
」
を
決
定
し
た
。

１
．
新
技
術
導
入
促
進
方
針
及

び
令
和
２
年
度
新
技
術
導
入
促

進
計
画

（
１
）
道
路
分
野
に
お
け
る
新

技
術
導
入
促
進
方
針

▽
良
い
技
術
は
活
用
す
る
と
い

う
方
針
の
下
、
こ
れ
ま
で
新
技

術
の
活
用
が
十
分
で
な
か
っ
た

異
業
種
、
他
分
野
、
新
材
料
等

も
含
め
、
新
技
術
開
発
・
導
入

を
促
進

▽
新
技
術
の
導
入
に
あ
た
っ

て
、
以
下
の
分
野
を
重
点
的
に

取
り
組
む

①
斬
新
な
ア
イ
デ
ア
を
取
り
込

ん
だ
道
路
の
多
機
能
化
・
高
性

能
化

②
業
務
プ
ロ
セ
ス
の
効
率
化
に

資
す
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
等
の
活
用

③
新
技
術
・
新
工
法
の
導
入
を

可
能
と
す
る
技
術
基
準
類
の
整

備

（
２
）
令
和
２
年
度
新
技
術
導

入
促
進
計
画
（
表
１
）

▽
現
場
の
ニ
ー
ズ
や
技
術
に
対

す
る
リ
ク
ワ
イ
ヤ
メ
ン
ト
を
適

切
に
抽
出
す
る
こ
と
で
、
道
路

管
理
者
や
受
発
注
者
の
み
な
ら

ず
、
技
術
の
開
発
者
に
も
見
え

る
化

▽
令
和
２
年
度
は
11
技
術
テ
ー

マ
に
つ
い
て
、
技
術
公
募
や
意

見
交
換
等
に
よ
り
検
討
を
加
速

化２
．
今
後
の
取
組

　

国
土
交
通
省
で
は
、
国
と
連

携
し
て
新
技
術
の
活
用
に
必
要

な
技
術
基
準
類
の
検
討
や
技
術

の
検
証
を
行
う
た
め
の
機
関

（
以
下
、
「
導
入
促
進
機
関
」

と
い
う
。
）
を
本
年
１
月
に
公

募
し
、
第
２
回
道
路
技
術
懇
談

会
で
応
募
内
容
の
確
認
・
審
査

を
経
て
、
６
団
体
を
選
定
し
た

（
表
２
）
。

　

今
後
、
令
和
２
年
度
新
技
術

導
入
促
進
計
画
に
示
さ
れ
た
技

術
テ
ー
マ
ご
と
に
、
選
定
さ
れ

た
導
入
促
進
機
関
と
連
携
し
て

具
体
的
な
検
討
に
着
手
し
て
い

く
と
し
て
い
る
。


